
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◆会長あいさつ◆  紺野 仁昭 会長 
 

第 29 回例会のご

挨拶を申し上げます。 
本日は栁沼ガバナ

ー補佐をお迎えして

の例会となります。

今回で 4 回目の公式

訪問となりますが、

2012-2013 年度に入る前よりご指導いただいており、

約 8 ヶ月が過ぎようとしています。残りの 4 ヶ月を

更にご指導いただきながら、前向きに進めてまいり

たいと思っておりますので、栁沼ガバナー補佐には

今後とも福島南ロータリークラブにお力添えをいた

だきたく、よろしくお願い申し上げます。また、後

ほどスピーチをお願いいたします。 
今月は世界理解月間となっております。2 月 23 日

は、ポールハリスが友人 3 人と最初の会合を持った

日で、ロータリーの創立記念日です。そして、この

日から始まる 1 週間を「世界理解と平和週間」と呼

び、ロータリーの奉仕活動を強調することとなって

います。ロータリーの創立記念日に原点に返り、奉

仕について考えてみてはいかがでしょうか。 
次に、2 月 9 日にホテル辰巳屋に於きまして県北

第一分区のＩＭが総勢 135 名の参加者で開催されま

した。当ラブからも多数参加いただきまして、あり

がとうございました。感謝申し上げます。 
それから、東京銀座新ロータリークラブにハナモ

モを 3 本寄贈いたしました。福島の復興を願って連

盟で植樹されました。感謝状をいただきましたので、

本日例会場の入り口に飾っておきました。お帰りの

際に見ていただきたいと思います。後ほど吉田和義

社会奉仕委員長より詳しい報告をいただきます。 
また、2 月 4 日・5 日両日に渡り、ブリティッシュ

ヒルズに於きまして、ＩＡＣ国際理解研修が開催さ

れました。その報告を高橋勇雄新世代委員長よりし

ていただきます。 
さて、1 月 30 日の第 27 回例会・クラブフォーラ

ムに於きまして、皆様より貴重な意見がたくさん出

されました。後ほど長期戦略委員会・野地利雄委員

長よりその報告をいただきますが、皆様の意見を参

考にして、今後、益々当クラブが明るく元気なクラ

ブとなるよう努力していきたいと思います。皆様の

ご協力をお願いいたします。 
最後に、ロータリー米山記念奨学会より、米山功

労クラブとして感謝状をいただきましたので、皆様

にご報告いたします。 
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 本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ ＩＡＣ国際理解研修報告 

   高橋 勇雄 新世代委員長 

４ はな桃植樹式報告 

   吉田 和義 社会奉仕委員長 

５ ガバナー補佐スピーチ 

   第２５３０地区第一分区 

    栁沼 克己 ガバナー補佐 

６ 長期戦略委員会報告 

   野地 利雄 長期戦略委員長 

７  閉会点鐘 

今日の出来事  
北朝鮮が３回目となる地下核実験を強行した。韓国の専門家

によれば、北朝鮮はこれまで日本円にして約 5200 億円を核開

発に費やしたが、その金でトウモロコシを購入していれば年間

不足食料の約 50 年分が賄えたはずだという。やせ衰えた手で、

渇いた口で、偽りの喝采を送った国民もいただろう。 

会員の広場 〈ポルトガルリスボン国際旅行〉Ⅱ 
 

 先週に引き続きお知らせです。旅行の日程が 6 月 18 日(火)

から 6月 25 日(火)までと決定しました。 

国際奉仕委員会が企画しなおした国際旅行です。大震災のお礼

とともに自分自身の成長の為、私共のブースもあります。万障

繰り合わせて参加しましょう。 

■会長 ： 紺野仁昭   ■幹事 ： 佐久間 功 
■会報委員長 ： 松﨑弘昭   ■副委員長 ： 佐藤朋也 
■委員 ： 斎藤善重 斎藤信男 佐々木孝光 丹治洋子  

事務局／〒960-8151 福島市太平寺字過吹 6-2 ザ・36・メイファイブ 1Ｆ２号室 

    tel．024-546-3793     fax．024-545-7878 

例会場／サンパレス福島 〒960-8101 福島市上町 4-30 

    tel．024-523-3811(代)  fax．024-523-0375 

HP アドレス http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html 

ロータリー精神を実践しょう 

基本方針：原点を見つめ、みんなのための奉仕を 

 

 

◆ＩＡＣ国際理解研修報告◆ 

高橋 勇雄 新世代委員長 
平成 25 年２月４(月)～５日

(火)天栄村ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾋﾙｽﾞに

おいて 2530 地区ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委

員会実施。 

ホスト：福島ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ、福

島東陵高等学校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ 

参加者：12 高校 50 名     

   顧問教員 14 名 ロータリアン 17 名 計 81 名 

目的：英語環境において外国人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り伝

統的な英国文化を知るとともに、国際的な感覚を磨く。 

内容：４つのレッスンを通して、英国文化を学ぶ 

   （英語レッスン４講座 ワークショップ３講座） 

   他校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ員との交流を通し、今後の活動 

   の充実を図る。 
 

◆ 花桃植樹報告◆ 
吉田 和義 社会奉仕委員長 

 先週の 2 月 8 日(金)東京銀

座数寄屋橋公園にて｢花桃｣の

植樹式が行われたのでその内

容をご報告致します。 
当クラブより大野順道会員・

丹治洋子会員と吉田の 3 人で

参列しました。 
 国際ロータリー第 2750 地区東京銀座新ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞと

共同で、花桃苗木 3 本とﾌﾟﾚｰﾄを公園を管轄する中央区

へ寄贈しました。 
 植樹式は午前10時30分斎木修次東京銀座新ＲＣ社会

奉仕委員長の司会で始まり当ｸﾗﾌﾞより吉田が挨拶させ

て頂きました。また須賀川ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞからも牡丹の苗木 3
本が寄贈され、渡辺達雄ﾊﾟｽﾄ会長が挨拶されました。 
矢田美英中央区長より謝辞があり感謝状を頂きました。 
 その後東京銀座新ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの例会場へ場所を移しし

ばしの時間歓談の後例会にﾒｰｷｬｯﾌﾟして来ました。例会

はピアノの生演奏で始まり和やかな雰囲気で私どもも

リラックスして楽しんで参りました。 
◆ガバナー補佐スピーチ◆ 

第２５３０地区第一分区 
 栁沼 克己 ガバナー補佐 

今日は、第四回目のガバナ

ー補佐訪問ということで、分

区幹事の冨田恵子幹事と一

緒にお邪魔いたしました。ど

うぞよろしくお願いしたし

ます。伊藤ガバナー年度に入

りまして、8 ケ月に入りまし

た。私自身も早いものだなと思いながらなんとかここ

まで来られたのは皆様のご支援、ご協力でやって来ら

れたのかなと思っております。分区行事の IM は先週盛

大にまた厳粛と言うか、有意義に｢奉仕を通じて平和

を」のRI会長田中作次氏のテーマの下で行われました。

大勢の参加者と活発にて成功裏に出来た事に感謝する

ところであります。福島南ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの皆様には、紺野

会長をはじめ佐久間幹事様に、地区の運営、あるいは

分区の運営に大変なご協力を頂き、感謝を申し上げた

いと思っています。 
 「しんたつクラブ」はあさって 2/15 日にｴﾙﾃｲにて認

証状伝達式が挙行されます。新クラブの立ち上げ資金

と言うか協力祝い金については会員皆様のご理解で決

定しまして誠に有難う御座いました。12/25 日の会長幹

事会で決まった協力金寄贈に関する覚書への捺印も全

部頂きましたので、複写したものを各ｸﾗﾌﾞへﾌｧｲﾙ頂け

ればと思います。そして新しいｸﾗﾌﾞ、会員を祝ってあ

げたいと思います。 
 震災後世界各地、全国 RC から多大な義援金 3 億円

が寄せられました。この復興補助金申請を充分ご理解

頂きまして是非役に立てて欲しいと思います。 
 この 6 月には東北六魂祭が福島市内で開催されます。 
 例年麻薬撲滅ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの日程でｷｬﾝﾍﾟｰﾝの効果は大き

いと推測されます。また来年度は日本陸上選手権大会

が福島市に決まった。三日間で 1,000 人の選手、45,000
人の観客が訪れるとの事で復興へ向かって種々ｲﾍﾞﾝﾄ

が企画され全国的に福島の復興を後押しされています。 
◆長期戦略委員会報告◆ 

野地 利雄 長期戦略委員長 
第 27 回例会 

ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑより 

●議題１、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞを紹

介する場合何と説明しま

すか 

〈討議内容〉 

・世界各地･日本各地、県 

 内各地のｸﾗﾌﾞにﾒｰｷｬｯﾌﾟでき、視野が広がる 

･ ﾛｰﾀﾘｰとは自分自身を高め奉仕をすることができる

団体 

・『職業を通して奉仕する』という精神を中核にして 

いる団体 

・社会奉仕活動の場（ロータリー独自のものがある） 

・いろいろな職業の方が入会され学ぶことができます、 

 知り合いができます。 

・基本は会費、出席、友を読むこと。義務を実行でき 

 る人かを問うてみる。 

●議題２、福島南ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの自慢は何ですか 

〈討議内容〉 

・仕事を通じて地域に貢献しようとする会員が多い 

・パストガバナーが在籍しておりクラブの格がある 

・先輩の導きがあり、活動に参加すると人間力がつく 

・地域の将来のリーダーを育てる新世代であるべき 

―編集後記―  
あまりある程降った雪も冬の雪ではなく、春の雪になりつつ

あります。確実に物心両面の春が来ることと信じています。 
               (丹治洋子) 

今月・来月のプログラム 

2 月 20 日 委員会中間経過報告 
2 月 27 日 ＩＭ報告 
3 月 06 日 ロータリーの友読みどころ 

誕生者お祝い・ＰＥＴＳ報告 

3 月 13 日 クラブ協議会  

次年度委員会組織発表 

 

 

 

 


